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 午前 ９時５９分 開  議 

 

○鳥海隆太議長 ただいまの出席議員24名であり

ます。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は議事日程第５号により進めます。 

 

 

 

日程第１ 一般質問 

 

○鳥海隆太議長 日程第１、一般質問を行います。 

  順次発言を許可いたします。 

  一つ、本市消防団第１分団のポンプ庫の移設に

ついて外２点、14番工藤正雄議員。 

  〔１４番工藤正雄議員登壇〕（拍手） 

○１４番（工藤正雄議員） おはようございます。 

  きょうの私の一般質問に多くの方に傍聴に来て

いただきました。御都合をつけていただき、傍聴

に来ていただきまして、大変ありがとうございま

す。きょうは９月の一般質問の最後の日となって

おります。きょう、２人で最後の一般質問をする

わけですが、全員で17名の方が米沢市のことにつ

いて一般質問をされました。さまざまなことで一

般質問をされました。そのぐらいこの米沢市には

いろいろな課題、よくすることがたくさん残って

おると思います。私も今回は３点挙げまして、少

しでも米沢市がよりよく発展するように、また、

地域の皆様方が住みよい米沢市になるように頑張

っていきたいと思いますので、当局の皆様方の御

答弁、よろしくお願いいたします。 

  それでは、質問に入ります。 

  最初の質問は、消防に関係することです。消防

業務は平成24年４月に２市２町が一体化され、置

賜広域行政事務組合消防本部になり、組織体制や

施設のシステム等が大きく変わり、７年がたちま

した。広域事業における運営面の見直しや、改善

が必要とされる課題が多くあると思いますが、今

回は本市の消防ポンプ庫施設についてお聞きしま

す。 

  大項目の１、本市消防団第１分団のポンプ庫の

移設についてですが、現在、第１分団から第16分

団まで消防分団があり、あらゆる災害から市民の

生命、身体、財産を守る地域に密着した消防機関

として幅広い活動を行っています。各消防分団の

拠点区域は地域社会教育の拠点施設となっている

地区コミュニティセンターとほぼ同様に、各地区

にあります。そして、その活動拠点となる消防施

設は、消防ポンプ庫や消防ポンプ積載車庫として

ありますが、市街地周辺地域にある消防分団の消

防ポンプ積載車庫は年次整備計画によって建設さ

れました。しかし、市街地にある消防分団の消防

ポンプ車が入っている消防ポンプ庫の整備が進ん

でいません。私たち松川地区の管轄区域になって

いる東部地区にある消防団第１分団の消防ポンプ

庫は、昭和55年に借地いっぱいに建設され、駐車

場はなく、有事の招集の際は近くの商店の駐車場

をお借りしなければなりません。また、緊急出動

時、ポンプ車が道路に出るのに前面の道路の道幅

が狭く、交通事故を起こさないように気をつけて

いるそうです。古い建物のため、設備面も以前の

ままで、トイレはくみ取り式になっており、老朽

化が進んでいる状態です。 

  このように、市街地の各消防団の消防ポンプ庫

は、老朽化で建てかえ時期に来ていると思います。

消防団第１分団のポンプ庫を環境の整った場所へ

の移設、また、市街地の消防団が利用している老

朽化した拠点施設の消防ポンプ庫の建てかえを図

る建設整備計画を策定し、取り組んではどうか。

当局の考えをお答えください。 

  小項目の（２）ですが、現在、東部区域の第１

分団は、23名の団員で活動されています。管轄区

域は先ほど申しましたが、東部小学区全域と松川

地区の通町１丁目から８丁目までの区域になって

おり、市街地を流れる松川沿いの東側から万世を

流れる羽黒川までの区域全域です。区域的に広大
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な面積で、ことし８月現在の住民基本台帳の世帯

数が東部地区と松川地区を合わせると7,158世帯

で、米沢市全地区の合計３万2,922世帯の約22％を

両地区で占めています。それに比例し、管轄区域

の火災発生や、第１分団の出動回数がふえる確率

が高くなっていると思います。 

  平成29年４月の資料ですが、団員数も16分団中、

多いほうから数えて11番目で、決して多い団員数

ではありません。 

  東部、松川両区域の世帯数を考えた場合、１分

団だけで活動が賄えるのか、また、団員数の補充

を必要としないのか検討しなければならないと思

います。 

  このような状況を踏まえ、広大な管轄区域を考

慮し、現在のところから効率がよく、緊急出動の

ときに安全に現場へ向かわれるところへ移設すべ

きと思いますが、当局はどのように考えられてい

るかお答えください。 

  大項目１の最後の質問です。 

  異常気象や甚大な災害に備え、防災意識の高揚

にもつながるように、目のつきやすい通りへ移設

すべきと思うがどうかです。 

  現在の消防団第１分団の消防ポンプ庫は、接続

道路が狭く、建物も狭隘なところに建っており、

地元の人でもどこに消防ポンプ庫があるのかわか

らない方がおられます。分団員の方々は非常勤特

別職で本業を別に持ち、自営業や会社員等、職業、

年齢もさまざまで構成されています。火災の消火

作業だけでなく、火災の防御、警戒、予防、広報、

防災の啓発活動や、そのほか各地区で地域に密着

した活動により、地域をみずから守る地域の守護

神とも言われていますが、地味な活動で、存在が

一層わからなくなっているのかもしれません。 

  近年の異常気象は、日本全国どこで災害が起こ

るかわかりません。有事での対応のみならず、日

ごろの備えあれば憂いなしの精神を自然に兼ね備

えられるような環境とし、消防ポンプ庫施設を市

民の方や周りの方に目のつきやすい通りに隣接し

て建設し、防災意識の高揚に役立てる工夫が必要

と考えますが、当局の考えをお答えください。 

  次の質問に移ります。 

  大項目の２、高齢者の支援についてです。 

  （１）ひとり暮らし高齢者への支援はどうなっ

ているか。 

  ひとり暮らしの高齢者は年々増加しています。

内閣府の調査結果によると、1980年、昭和55年、

ひとり暮らしの高齢者の男性は約19万人、女性が

約69万人で、全体に占める割合は、男性が4.3％、

女性が11.2％でしたが、2010年、平成20年には、

男性が約139万人、女性が約341万人で、全体に占

める割合は、男性が11.1％、女性が20.3％です。

2015年、平成27年は、男性13.3％、女性21.1％に、

年々上昇しています。また、高齢化率では、2016

年、平成28年が国民の４人に１人の約27.3％でし

たが、６年後の2025年には国民の３人に１人が65

歳以上の高齢者に推移していき、ひとり暮らしの

高齢者も増加していく見込みです。 

  国では、高齢化対策の基本をまとめた法律、高

齢化対策基本法があります。国民の誰もが生涯に

わたり安心して生きがいのある生活をするための

ものですが、これから超高齢社会の時代に、本市

では、ひとり暮らしの高齢者への支援体制はどう

なっているのか、現況をお答えください。 

  次に、（２）ひとり暮らしの高齢者を市営住宅

に優先して入居させることはできないかです。 

  本市には、公営住宅として県営住宅が９カ所、

市営住宅が12カ所、高優賃、いわゆる高齢者向け

優良賃貸住宅が４カ所あります。その中でひとり

暮らしの単身用となると、数が限られて、また、

入居申し込みをする場合に、申し込み資格条件が

あり、全てを満たす必要があります。公営住宅の

目的は、住宅に困窮する低額所得者に対し、低廉

な家賃で賃貸することにより、国民生活の安定と

社会福祉の増進に寄与することとして整備された

住宅とあります。 

  お住まいの住宅事情に困り、今回、私が相談を
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受けた方は、ひとり暮らしの高齢者で、その住宅

は公道から車が通れない長い細道を入ってのとこ

ろにある小さな平屋建てです。建物は老朽化が進

み、屋根から雨漏りし、床下地の腐食により床が

べこべこの状態で、水回りは雑排水を流し処理す

る浸透ますが経年劣化で目詰まりし、使用した雑

排水があふれ出すので、加減しながら水を使って

いるそうです。冬の降雪期は雪で長い細道から公

道へ出てくるにも大変なようです。本人は業者か

ら浸透ますを新設したときの見積書や住宅の解体

工事の見積書もとっていますが、現在の収入では

老朽化による修繕維持費の支払いもままなりませ

ん。評価額のない住宅を捨てて、生活環境の整っ

た住宅に移りたい考えでおります。月々の収入は

国民年金と半日のパート代で、日常生活は決して

裕福ではないと思います。公営住宅の目的に該当

するひとり暮らしの高齢者です。このような状況

の方を市営住宅に優先して入居させることはでき

ないのか、当局の考えをお答えください。 

  次に、高齢者についての最後の質問、（３）高

齢者の多様な相談に対して、窓口は一本化されて

いるのかです。 

  今回、私が受けた相談は、まだ解決に至ってい

ませんが、ひとり暮らしの高齢者が抱えている相

談に乗って、少しでもよい方向に困ったことが解

消されていけばと思い、本人と一緒に担当所管を

回らせていただきました。本人は私に相談する前

に、社会福祉法人米沢市社会福祉協議会を訪ね、

住まいの相談は市役所５階へ行って話を聞いても

らってくださいと言われたそうです。自動車の運

転免許証はなく、高齢者で視力障がいがあり、若

いときより判断力や体の動きも劣り、自転車での

移動は負担があったと思います。私は、話を伺っ

て、住宅事情だけでなく、一人で生活していく経

済的状況にもかかわると思い、本人と社会福祉課

の説明を受けました。その後、都市整備課に回り、

市営住宅についてと持ち家処分につながる空き家

バンクについて話を聞きましたが、詳しくは聞け

ませんでした。数日後、総合支庁を訪れ、県営住

宅の入居募集についても説明を受けました。まだ

解決していない相談事ですが、多様なことにかか

わることで安心して日常生活が送れない状況の高

齢者の相談に対して、行政当局側の窓口は一本化

になっているのかお答えください。 

  大項目最後の質問は、米沢市が目指す学園都市

についてです。 

  本市はまちづくりの指針を示す米沢市まちづく

り総合計画に「ひとが輝き創造し続ける学園都

市・米沢」を目指すことを将来像としています。 

  この米沢市新総合計画が策定された10年後、

2025年の想定人口を国の推計値と比較して1,000

人増の７万8,600人と見込み、計画を実現させるた

めの重点事業を掲げております。 

  とりもなおさず、人口減少社会に対応できる手

段として、本市には山形大学工学部、山形県立栄

養大学及び山形県立米沢女子短期大学の３つの高

等教育機関が立地して、各大学を合わせて約4,000

人の学生、教職員が生活をしております。これま

でも学園都市として地域資源を生かしたまちづく

りが行われてきています。今後も学園都市が持つ

機能を生かし、推進していくことが人口減少の進

行を緩やかにして、持続可能な将来像につながっ

ていくと思います。 

  本市人口の約５％を３つの大学の学生、教職員

が占めていますが、その中のどのくらいの方が本

市に転居されて、住民票を移されているのでしょ

うか。 

  また、３つの大学の卒業生が本市の企業に雇わ

れ、そのまま継続し本市に住まわれる方はどのく

らいおられるのか把握しているのかお答えくださ

い。 

  本市が目指す学園都市について、最後の質問で

す。 

  山形大学工学部の教養課程を本市に移転できな

いか働きかけを行ってはどうかです。 

  以前に、小島卓二元議員が山大米沢キャンパス
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に教養課程の設置をということで質問されていま

す。質問項目は似ていますが、私は、米沢市まち

づくり総合計画に沿った人口減少対策の施策とし

て、本市が教養課程の移転を山形大学に働きかけ

て、人口増加による地域の活性化を促進すべきと

考えます。当局はどう考えられるかお答えくださ

い。 

  以上で壇上からの質問を終わります。 

○鳥海隆太議長 堤市民環境部長。 

  〔堤 啓一市民環境部長登壇〕 

○堤 啓一市民環境部長 私からは、１の本市消防

団第１分団のポンプ庫の移設についてお答えいた

します。 

  消防団は、みずからの地域はみずからで守ると

いう郷土愛護の精神に基づき、地域防災力の中核

として地域の安心・安全を守るとともに、日ごろ

から地域コミュニティーの維持及び活性化にも大

きな役割を果たしております。消防団のポンプ庫

についても、地域住民の防災意識高揚の役目を担

っていると思われ、また、消防団員の活動環境を

整える意味からも重要な施設であると認識をして

おります。 

  御質問の米沢市消防団第１分団につきましては、

１部で構成されており、平成31年４月１日現在、

23名体制で東部地区と松川地区を管轄しておりま

す。消防ポンプ車については、ポンプ積載車では

ない比較的大型の消防自動車タイプが１台配備さ

れており、ポンプ庫については駅前４丁目地内に

ありますが、昭和55年度建築ですので、今年で築

39年となります。駐車場についても、ポンプ庫前

には余り広いスペースはなく、近隣の土地に駐車

をさせてもらっている状況です。 

  第１分団のように消防ポンプ車が配備されてい

る市街地分団のポンプ庫の状況についてでありま

すが、中部地区を管轄する第３分団、南部地区を

管轄する第４分団、中南部を管轄する第16分団の

ポンプ庫が昭和27年度建築ですので、今年で築67

年となっております。また、北部地区を管轄する

第５分団につきましては、昭和46年度建築で、築

48年となっており、西部地区を管轄する第２分団

のポンプ庫につきましては、平成15年度建築で、

築16年と市街地の他のポンプ庫と比べて新しいも

のとなっております。建てかえについては、原則

的に建築年が古いものからになると考えておりま

すが、財政的な制約もあり、建てかえの際には用

地についても本市で所有している土地で可能なの

か、新たな用地取得が必要になるのかも重要にな

ってくると思われます。 

  建てかえの順番などにつきましては、今年度、

米沢市消防団の見直し検討を行うこととしており

ますので、その中で団本部の意向なども確認しな

がら、建てかえの計画を策定し、まちづくり総合

計画の実施計画に登載していきたいと考えており

ますが、一方では、ポンプ車についても購入後20

年を経過している車両が数台ありますので、ポン

プ庫とあわせてポンプ車の更新についても十分に

検討していく必要があると考えております。 

  次に、第１分団の管轄区域が広大であることを

考慮して、移設すべきとのことでありますが、現

在のポンプ庫については、管轄区域全体から見れ

ばほぼ中央にあると言えるかと思いますが、居住

人口や事業所などの分布から見た場合はどうなの

かという問題もあるかと思われますので、将来的

に建てかえの際は、用地の選定についても十分考

慮していきたいと考えております。 

  消防団のポンプ庫などにつきましては、地域住

民の防災意識高揚や、さらには広く市民を対象に

消防団の知名度、イメージアップを図ることによ

って、消防団に入団するきっかけになるように、

人目につきやすいところにあるほうが望ましいと

思われます。しかし、現在の第１分団のポンプ庫

につきましては、大通りに面しているところでは

なく、決して人目につきやすい場所にあるとは言

えないと認識しております。しかし、一方では、

渋滞が頻発するような通りに面していることも消

防団の緊急出動などに影響を与えかねませんので、
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将来的に建てかえを行う際には、そのあたりも十

分考慮し、建てかえ場所等の検討を行っていきた

いと考えております。 

  私からは以上です。 

○鳥海隆太議長 小関健康福祉部長。 

  〔小関 浩健康福祉部長登壇〕 

○小関 浩健康福祉部長 私からは、２、高齢者の

支援について。初めに、ひとり暮らしの高齢者の

支援体制についてお答えいたします。 

  ひとり暮らしの方を初めとした高齢者の支援に

ついては、介護保険サービス及び在宅福祉サービ

スを中心に実施しております。 

  介護保険サービスでは、自立支援及び要介護状

態の発生予防、重度化防止、在宅福祉サービスで

は、高齢者の心身の健康の保持及び生活の安定を

主な目的として、必要な事業を実施しております。 

  特に、在宅福祉サービスにおいては、見守り、

安否確認に関する事業として、訪問員の定期訪問

による見守り支援事業や、乳酸菌飲料配布を通じ

安否確認を行う、愛の一声事業、緊急事態への不

安解消を図るあんしん電話事業等のほか、社会福

祉協議会による給食配送サービスや民生委員によ

る訪問も実施されております。また、これらのサ

ービスのほか、高齢者同士のつながりを通じた助

け合い、世代を超えた住民主体による地域の支え

合い体制を構築するため、介護予防を通じた居場

所づくりにも取り組んでおります。 

  今後も、幅広い分野の関係機関や事業主体と連

携し、重層的な支援体制の充実、強化及び高齢者

の社会参加の推進を一体的に推進してまいります。 

  次に、高齢者の多様な相談に対して窓口は一本

化されているのかについてお答えいたします 

  高齢者に関する相談につきましては、高齢福祉

課のほか 、地域における身近な相談窓口として、

地域包括支援センターを設置しております。地域

包括支援センターは、市内を５地区に分け、現在、

４つのセンターが各地区を分担することで市内全

域をカバーしております。 

  高齢者に関する相談を全て受けとめ、適切な機

関、制度、サービスにつなぎ、継続的にフォロー

していくことを目的とした高齢者の相談窓口拠点

としての機能を果たしております。 

  地域包括支援センターに寄せられる相談は多岐

にわたる内容が多く、医療や保険、福祉等のそれ

ぞれの制度にまたがる複合的な問題に直面します

が、高齢者にとっては制度によって区分されるの

ではなく、生活を軸として総合的に相談できる仕

組みが必要と考えております。 

  今後も、地域における相談拠点として地域包括

支援センターを中心とした相談体制の充実を図る

とともに、関係部局やさまざまな機関等との連携

の強化に努めてまいります。 

  私からは以上です。 

○鳥海隆太議長 杉浦建設部長。 

  〔杉浦隆治建設部長登壇〕 

○杉浦隆治建設部長 私からは、２の高齢者の支援

についてのうち（２）のひとり暮らしの高齢者を

市営住宅に優先して入居させることはできないの

かについてお答えいたします。 

  市営住宅などの公営住宅は、公営住宅法によっ

て御家族世帯での入居を原則としておりますが、

60歳以上の方や障がいをお持ちの方、生活保護者

の方など、一定の条件を満たすと単身者も入居可

能な住戸を準備しており、ひとり暮らしの高齢者

の方が市営住宅に入居するならば、所得要件や住

宅困窮要件を満たした上で、単身者入居可能な住

戸に申し込むことになります。 

  現在、単身の方が入居できる住戸数につきまし

ては、昨年度まで119戸を管理しておりましたが、

単身者が入居可能な戸数をもっとふやしてほしい

との要望を受けまして、今年度からは、窪田団地

と相生町団地のうち、御高齢の方に配慮して１階

部分の21戸を一般専用住戸から単身者入居可能住

戸に変更しふやしましたので、合計で140戸を単身

者が入居できる住戸として管理しているところで

あります。また、入居を希望される方には、それ
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ぞれにさまざまな理由をお持ちなので、個別的な

相談に乗っていることは無論のこと、生活困窮度

などに配慮した抽せん方法等を行っているところ

であります。 

  御質問のありましたひとり暮らし高齢者の市営

住宅への優先的入居につきましては、単身者入居

可能住戸へのニーズでは、60歳に満たない単身者

でお困りの方がいらっしゃることを踏まえると、

公平性の観点からも御高齢の方だけを優先的に入

居要件や抽せんを省いてあっせんすることは難し

い状況です。議員お述べのとおり、今後、高齢化

社会が進展し、高齢単身者が入居可能な住戸を求

める市民ニーズは増大することが予想されますの

で、市営住宅へのニーズ把握はもとより、現在行

っている民間賃貸物件を活用しました60歳以上の

単身者、または一方が60歳以上の夫婦世帯の入居

が可能とする高齢者向け優良賃貸住宅へのあっせ

んを有効に行っていくことに加えまして、高齢者

や低所得者等の住宅確保要配慮者の入居支援を行

う住宅セーフティネット制度も始まりましたので、

その導入も視野に入れながら、より個々に沿った

高齢者向けの住居対応に努めてまいりたいと思い

ます。 

  私からは以上です。 

○鳥海隆太議長 我妻企画調整部長。 

  〔我妻秀彰企画調整部長登壇〕 

○我妻秀彰企画調整部長 私からは、３の米沢市が

目指す学園都市についてお答えします。 

  まず、（１）本市在住の大学生の住民登録率は

把握しているのかについてでありますが、住民基

本台帳には学校名や職業などを記録いたしません

ので、大学生が住民登録を行っているかどうかを

把握することは困難であります。また、各大学に

も確認いたしましたが、住民登録地は大学の運営

上必要性がないために、特に把握はしていないと

いうことでありました。 

  本市としましては、住民票の異動を促すため、

毎年、春の新入生オリエンテーションの際に職員

が各大学に出向き、他市町村から転入された学生

の皆さんに異動の手続をお願いし、住民基本台帳

法上、住み始めてから14日以内に届ける義務があ

ることや、選挙の投票は住民票のある市町村で行

うことになるため、異動を怠ると不都合が生じる

ことなどを説明しております。 

  今後とも、学生の住民意識向上のため、継続し

て丁寧に説明してまいりたいと思います。 

  次に、（２）３大学の卒業生が本市に居住する

割合は把握しているのかについてお答えします。 

  ３大学の卒業生が卒業後も市内に居住している

かどうかの把握は難しいのが実情で、また、各大

学でも県内への就職状況の把握にとどまっている

とのことでありました。卒業生の就職先の状況で

ありますが、ことし３月卒業の米短生のうち、就

職者は５月末現在で194名で、県内就職者数はその

40.2％に当たる78名でありました。栄養大生は47

名が就職し、県内就職者数はその23.4％に当たる

11名であります。同様に、山形大学工学部では、

ことし３月の卒業の学部生のうち、就職者は264

名で、県内就職者はその15.5％に当たる41名でし

た。大学院生の就職者は289名で、県内就職者はそ

の4.5％に当たる13名であります。また、県内出身

の学部卒業生については、47.5％に当たる28名が

山形県内に就職しているという状況から、地元の

大学に入学することで卒業後に地元企業に就職す

る割合が高い傾向にありますので、学園都市推進

協議会と連携しながら、地元大学の魅力を中学・

高校生に発信してまいりたいと考えております。 

  次に、（３）山形大学工学部の教養課程を本市

に移転できないか、働きかけを行ってはどうかに

ついてお答えします。 

  御承知のとおり、山形大学工学部には昼間コー

スとフレックスコースの２コースがあり、フレッ

クスコースの約50名は１年生時から米沢キャンパ

スで受講しておりますが、昼間コースの約600名は

１年生時は教養課程を山形市の小白川キャンパス

で受講することになっております。昼間コースも
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フレックスコースと同様に１年生のときから米沢

キャンパスで受講することにできないかというこ

とにつきましては、大学内部でも検討した経過が

あるそうでありますが、山形大学は総合大学とし

て多様な学部、学科が存在し、興味を持つ内容も

異なる多様な学生が入学してくることから、１年

生のときは考え方や興味の異なる学生との交流の

機会を重要視しており、ともに学ぶ中から生まれ

る交流によって多様な考えを受け入れられる能力

を育むために、小白川キャンパスでの１年間の学

びの機会を大切にしているとのことでした。また、

県内４カ所に分散して学部が設置され、教員がそ

れぞれのキャンパスに移動して講義を行うことは

効率が悪く、教員に過度の負担がかかってしまう

ということと、現在の米沢キャンパスでは新たに

約600名の学生を受け入れる教室を確保できない

ことなどが挙げられるとのことでありました。 

  したがいまして、本市としての教養課程の移転

の働きかけは、現時点では考えていないところで

ございます。 

  このような中、現在、小白川キャンパスで受講

している建築デザイン学科が令和３年４月から米

沢キャンパスに移転予定でありますので、この建

築デザイン学科は各学年の定員が30名となってお

りますので、２年から４年生の約90名が米沢キャ

ンパスに移ってくることで新たなにぎわいと交流

が生まれるものと期待しているところであります。 

  私からは以上です。 

○鳥海隆太議長 工藤正雄議員。 

○１４番（工藤正雄議員） 大変丁寧な御説明、大

変ありがとうございました。順次、重ねて質問し

ていきたいと思います。 

  消防ポンプ庫建設のことですが、ただいまお聞

きして、市街地部の消防ポンプ庫はかなり老朽化

して古いというふうな、第１分団はその中でもち

ょっと築が新しいというふうな感じでした。そう

いうふうな中で、今、見直しというか、消防自体

の見直しのことで、聞き取りでいろんなことを聞

いておられるということで、以前はこの周辺地区、

市街地周辺地区の消防ポンプ積載車庫、それが年

次計画で１年当たり２棟かな、２棟ぐらいでずっ

と建設されて、整備されてきたわけですが、それ

が建ってからもう大分たっていると思いますよ。

その大分たってから今度、今この市街地の消防ポ

ンプ庫を建てかえ、まあどうなるかわからないけ

れども、そういうふうなことをお聞きしていると

いうことで、そのときにどうして継続して、その

周辺地の消防ポンプ積載車庫、そして終わってか

ら今度市街地のポンプ車の入っているポンプ庫の

建てかえというふうな、もうかなり古い建物です

から、どうしてそういうふうな継続をして、事業

ができなかったのかお伺いしたいと思います。 

○鳥海隆太議長 堤市民環境部長。 

○堤 啓一市民環境部長 決して周辺部を優先して

いるというわけではなかったんですが、結果的に

やはりポンプ庫につきましては、100を超える数が

市内にございます、113カ所ですか。そういったこ

とで、その古いほうからできるだけ整備はしてき

たわけですが、いろいろその場所の問題とか、い

ろんな課題がある程度めどがついたところからや

っているという部分もございます。それから、市

街地にある分団のポンプ庫につきましては、周辺

部のポンプ庫と若干構造が違うところがございま

して、消防屯所的な、詰所的な部分もございます。

そういったことで、経費等もいろいろございます

ので、これまでは結果として周辺部のポンプ庫の

整備のほうが進んできているという状況でござい

ます。 

○鳥海隆太議長 工藤正雄議員。 

○１４番（工藤正雄議員） この市街地の部分の世

帯数がかなり多いというふうなことで、あとこの

管轄区域も広大な面積を負っているというふうな

ことですが、そんな中で、やはりポンプ庫建てか

え、これは本当にこれからどういうふうな災害が

予想されるかわからないと。日本全国、すごい災

害がいろいろ、豪雨だの、震災だの起こっている
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という、そういうようなときに、本当に拠点とな

るのが、米沢市全体だったら市役所、そしてあと

各地区の災害時の拠点となるのがこの消防ポンプ

庫とか、そういうふうな入っている、非常招集が

かかったときに駆けつけられる人が集まるところ、

できるところ、そういうところだと思いますが、

そのポンプ庫の建てかえ、ぜひ必要だと思います。 

  それで、その消防自体が置賜広域になったとい

うふうなことで、そのかかわりと、米沢市自体が

消防ポンプ庫を建てかえするというふうなことに、

広域事務組合との消防事務組合とのかかわりとか

あるんですか、影響は。 

○鳥海隆太議長 堤市民環境部長。 

○堤 啓一市民環境部長 消防団に関しましては、

市のほうで担当しておりますので、それによって

ポンプ庫の整備とかについて特に影響があるとい

うことはございません。 

○鳥海隆太議長 工藤正雄議員。 

○１４番（工藤正雄議員） ぜひ、本当にもう老朽

化で、もう耐えがたいような建物になっていると

いうことですから、ぜひこの消防ポンプ施設建設

の整備計画を早めるようにやっていただきたいな

と思っております。 

  そして、本当に小項目で２番、３番と申しまし

たが、ぜひともこの目の届くところに、市民の目

の目立つところにとか、そういうことで災害がな

いときに、「備えあれば憂いなし」というふうな

感じで、防災の啓蒙にも役立てるような位置にポ

ンプ庫を移設していただきたいなと思っておりま

す。 

  次に移ります。 

  高齢者の支援についてですが、ただいま部長の

ほうからお話を聞きまして、もう大分高齢者に対

してはいろいろと考えられていると、支援面でも

考えられているということでした。また、直接的

に高齢者が困ったときに相談に行く窓口、地域包

括支援センターですか、そこのほうに行けば全て

に対応できるような体制になっているということ

ですが、それはなかなか高齢者が困ったときに、

さまざまな内容があると思いますが、そういうふ

うに困ったときに、その各地区にある包括センタ

ーに行って相談しようというふうなところまでは、

まだ行っていないんではないかなと。そしてまた、

直接的に今回のように住居で困れば、市営住宅と

か、そしてあと資金的、生活、財政面だとすれば、

生活保護とかそういうふうなことで、直接的に社

会福祉のほうに行くんでないかなということです

ので、どれだけ現在、地域包括支援センターの利

用者がおられるのか。また、そこからあと直接専

門的なところに回されるのかどうか、その辺お聞

きしたいと思います。 

○鳥海隆太議長 小関健康福祉部長。 

○小関 浩健康福祉部長 今、議員の質問でござい

ますけれども、数字はちょっと今手元にはござい

ませんけれども、先ほど言われました内容全てに

ついて、地域包括支援センターのほうで全てにお

いて解決できるといったものではなく、やはりそ

の相談窓口として広く市内に分散しているわけで

すけれども、５地区に分けてやっているわけなん

ですが、そちらのほうで相談を一括的に受けとめ

て、関係機関に回すというふうな役目を負ってい

るといった内容に御理解いただきたいと思います。 

○鳥海隆太議長 工藤正雄議員。 

○１４番（工藤正雄議員） その辺がもっと何か一

本化できないかというふうなことですが、まあそ

れが部長のおっしゃる一本化なのかもしれません

が、困っている人が地区で、地域で困っている方

が相談される民生委員とかおられると思いますが、

そういう方に相談したときに、そうすれば、その

方は、どうですか、直接その地域包括支援センタ

ーでなく、そのことに対して、問題に対してかか

わる担当のところに行くのではないかなと。直接

担当のところに行くのではないかなと思いますが、

そういうふうな入り口、包括センターとは違う入

り口が、市役所だったらそれが全部住居に対して

もかかわりあるというふうな、その入り口が一本
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化になればいいんでないかなと思うんですけれど

も、包括センターは包括センターの、ちゃんと活

動はわかりますけど、そういうふうな面での市役

所に来たときの相談窓口というか、その辺が一本

化できないのかなと思うんですけれども、どうで

しょう。 

○鳥海隆太議長 小関健康福祉部長。 

○小関 浩健康福祉部長 先ほどの事例にもありま

したような、やはり住居に関してのところという

ことでありますとすれば、やはり担当している部

署がございますので、そちらのほうに御案内する

ことになると考えております。 

  なお、その際に、御高齢者の方があちこち迷っ

たりとか、困ったりとかという、そういった問題

がないようにきちんとその後のフォローとかそう

いうことについて努めてまいりたいと考えてござ

います。 

○鳥海隆太議長 工藤正雄議員。 

○１４番（工藤正雄議員） これから高齢者がふえ

て、高齢者になって、若いときと違って判断力、

あと体の動きもずっと劣ってくるわけですが、そ

ういう方が１人で来られたときに、やはりきちっ

と余り煩雑でない対応ができるような、そういう

ふうな丁寧な当局側の受け入れ態勢をとって、こ

れからやっていただきたいなと思います。よろし

くお願いいたします。 

  あと、市営住宅、県営住宅、まあ公営住宅のこ

とですが、やはり単身者というかは、１人の入居

可能の住居がふえたということですが、実際、ま

だまだある程度のレベルで申し込んで、あと単身

者で申し込んで、抽せんして、そのとおりできる

ような方はいいと思いますが、それ以外に本当に

１人で困って、そして生活もやっと、国民年金で、

そして収入もパートがちょっとで、よくよく本当

に生活保護と比べたらどっちがいいかなんていう

ふうなわからない人の場合に、そしてあと、生活

保護を受けないで、パートのほうで頑張って、あ

と国民年金と、それで頑張ろうかなと思ったとき

に、自分の住まいがもう修繕費も手をかけられな

いぐらいになっているというときに、その人がそ

の近くの市営住宅とか公営住宅に転居されて、そ

して自分が勤めているパート先の近いところに住

めるような、そういうふうな市営住宅とかそうい

うの、今回ありました、そういうところがありま

したけれども、ただそれはちょうど相談受けたの

が８月でしたので、８月のその入居応募にはその

場所が載っていないと。通町だったので、通町界

隈ですけれども、そこは８月の募集には載ってい

ないということでしたので、そういう場合に本当

に急ぐようなことでしたので、そのような状況に

なっている人に対応できるように、その近くの市

営住宅を改修して、どうぞというか、何も生活保

護を受給するわけでなく、自分の力で生きていく

というふうな考えの人ですから、そのとき、そう

いうふうな人に対しても支援してやるべきではな

いかなと思って、優先的にというふうなことを上

げました。どうですか、そういうふうなことでは。 

○鳥海隆太議長 杉浦建設部長。 

○杉浦隆治建設部長 市営住宅の、我々窓口を持っ

ておりますと、御相談に来られる方、いろいろな、

さまざま悩みを抱えていらっしゃる方がたくさん

来ていらっしゃいます。そういったところを我々

も十分に話を聞きながら、そして、場合によって

現場を見て、その辺で実態を見せていただくなど

もやっております。そして、生活困窮度の判定と

いうような形で、その判定度合いによって抽せん

の確率を上げたりしている取り組みもやっている

ところです。今、そういった議員からお話もお聞

きしましたので、より一層、市営住宅のニーズの

ほうも把握に努めてまいりたいと思います。 

○鳥海隆太議長 工藤正雄議員。 

○１４番（工藤正雄議員） 計画に沿って市営住宅

の改修をやって、その優先順位を上げていただく

というふうなことですが、またそのほかに、今話

したような、私が話したような対応、車も利用で

きなく、歩いてとか、自転車で近くにパートに勤
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めているというふうな、それを継続してやると、

勤めるという場合に、その近くにそういう市営住

宅があったと。あいているけれども、建築のほう

の計画に載っていなくて、それが改修になってい

ないと思うんですけれども、それを改修して、そ

してその方が住まわれるような、一例ですけれど

も、そんなふうな考えが持てないかというか、計

画どおり進めるもんだかどうだか、その改修は、

市営住宅の改修は。どうですか。 

○鳥海隆太議長 杉浦建設部長。 

○杉浦隆治建設部長 お話のほう、改修の計画とい

うことならば、公共施設等総合管理計画に基づい

て、危険な空き家などは公募をしないで、ほかの

ところに移っていただくような取り組みもやって

いるところです。そういったところの入居となり

ますと、なかなか難しい状況もあるんですけれど

も、より近い場所とか、どこまで対応できるかわ

かりませんけれども、公平性という点もあります

ので、その辺、個々の事情を、繰り返しになりま

すけれども、十分お聞かせ願いながら対応に当た

ってまいりたいと思います。 

○鳥海隆太議長 工藤正雄議員。 

○１４番（工藤正雄議員） 本当に努力されている

ことは十分わかります。単身者用に140戸にふやし

たということですので。これからもまだまだそう

いうふうな高齢者問題が住居面でも出てくると思

いますので、しっかりと対応をお願いしたいなと

思います。 

  次に、時間がありませんが、最後に移ります。 

  山大の工学部の教養課程を米沢のほうに、米沢

キャンパスに移せないかというような、これもや

っぱり学園都市の指針に書かれているように、人

口増にかかわるようなことですので、ぜひ、学校

側、山大側の検討された内容もお聞きしましたが、

米沢は米沢で学園都市を将来像として上げている

わけですから、別にしっかりと人口増につながる

ように、米沢でも働きかけていくべきではないか

なと。大学側がそういうふうに検討の結果出たか

ら、米沢は手を引くんではなく、学園都市に沿っ

た米沢側の動きは、ぜひ必要ではないかなと思い

ますが、どうでしょうか。 

○鳥海隆太議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 先ほどの答弁と繰り返し

のところも出てきますが、米沢市としては非常に

来ていただきたいと。学生そのものにとっても１

回の引っ越しで済むというようなところでもメリ

ットはあると思います。農学部とかも、鶴岡市と

兼ね合いもありますので、なかなか具体的に校舎

の問題もあります、ぜひ、山大工学部の方々との、

また山大とのさまざま意見交換の折には、その話、

重ねていろいろとこちらからもお話をさせていた

だきたいと思っております。 

○鳥海隆太議長 工藤正雄議員。 

○１４番（工藤正雄議員） 時間が詰まって、余り

詳しいことはお聞きすることができませんが、最

後になりますが、市長にこの、今回、ポンプ車新

設のこと、この高齢者、これからふえる高齢者の

支援のこと、そして山大のことの質問いたしまし

たが、市長はどのように私の質問に対して考えら

れるかお聞きしたいなと思います。よろしくお願

います。 

○鳥海隆太議長 中川市長。 

○中川 勝市長 まず、消防団であります。過日も

井上議員から消防団について御質問いただきまし

た。とにかく、いかに消防団員を確保していくか

ということがこれからにとって重要な課題だと思

っております。そういった中で、いろいろポンプ

車の問題とか、また、建物そのものの問題とかい

ろいろあると思いますけれども、今そういったも

のを、検討委員会、今後どのように消防団活動を

やっていくかという検討委員会をしておりますの

で、そういったところで団本部とのきちっとした

協議も必要になってくると思いますので、そうい

ったことで、まず取り組んでまいりたいと思いま

す。 

  高齢者の問題でありますけれども、やっぱりま
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だまだ高齢者がひとり暮らしということも多くな

ってくると思っております。地域包括支援センタ

ーの問題にしましても、まだまだ情報がそういっ

た皆さんに伝わっていない部分もあるというふう

に思いますので、そういったことについても、今

後、高齢者が多くなってまいりますので、そうい

ったことも含めて取り組んでいきたいと思います。 

  山形大学の問題でありますけれども、やっぱり、

できれば米沢としても教養課程からということで、

顧問会議なんかもあるわけでありますので、取り

組んでまいりたいなと思います。 

○鳥海隆太議長 以上で14番工藤正雄議員の一般質

問を終了し、暫時休憩いたします。 

 

午前１１時００分 休  憩 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

午前１１時１０分 開  議 

 

○鳥海隆太議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に進みます。 

  一つ、米沢市スポーツ推進計画について外３点、

23番木村芳浩議員。 

  〔２３番木村芳浩議員登壇〕（拍手） 

○２３番（木村芳浩議員） 皆さん、おはようござ

います。明誠会の木村芳浩でございます。 

  一般質問は２年ぶりとなりまして、私も本会議

でこのタブレットを使うのは島軒議員と一緒で初

心者であります。初心者同士が初日のトップバッ

ターを務め、そして最終日のラストバッターです

ので、何か因果関係を感じながらこのタブレット

が導入されたころに、この壇上でたびたび動かな

い等のトラブルを見ておりまして、昨日もトップ

バッターの島貫議員がトラブルで、そして最後の

齋藤議員も動かないというようなことがありまし

て、常にそのころからこの原稿が一つの保険にな

るなというようなことで、きょうは原稿を持参し

ながら初心者でございますので、お許しをいただ

きたいと思っております。 

  さて、９月定例会一般質問も４日目を迎え、私

が17人目で最後でございます。初日１番は一度も

ありませんが、最終日、最後ということが何か御

縁があるのか、確率は一緒のはずですが、どうも

一番最後というのが最近では板についたというか、

選挙にもあらわれてしまいましたが、これも役目

として捉えて、頑張ってまいりたいと思っており

ます。 

  さて、ことしは平成という時代が終わり、令和

という新しい時代を迎えました。平成の30年間は

どんな時代だったか、振り返ってみますと、バブ

ル経済と消費増税で始まった平成の時代は、歴史

上、戦争こそ巻き込まれず済んだ社会でありまし

たが、政治経済はもとより、想定外の30年ではな

かったかと思います。特に、自然災害に多くの国

民が犠牲になってしまった時代であったと私は感

じております。阪神淡路、新潟中越、東日本大震

災、熊本地震、そして、昨年起きた北海道胆振東

部地震、ことしの６月18日は県内、庄内地方で起

きた地震、今もそれぞれの被災地では復旧・復興

が進められております。また、台風を伴った豪雨

災害も近年の地球温暖化の影響で海面温度の上昇

から平成16年以降から集中豪雨は毎年日本各地で

起こっており、平成最後の昨年は岡山、広島、愛

媛を中心とした集中豪雨、西日本各地で200名以上

に上る犠牲者が命を失い、関西国際空港は孤立す

る事態も起きてしまいました。そして、ことしも

８月下旬から福岡、長崎、佐賀県を襲った集中豪

雨、いまだに300名を超える避難者が窮屈な生活を

送られております。被災地の皆様方には心から一

日も早く復旧・復興が進められますことを願い、

お見舞いを申し上げる次第であります。 

  前段が長くなりました、早速質問に入らせてい

ただきます。 

  私からの質問は、大項目４点であります。 

  初めに、本市のスポーツ振興計画についてであ
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ります。 

  またかと当局の皆様には思われるかもしれませ

んが、この質問は過去３回一般質問でも取り上げ

てまいりました。予算委員会などを合わせると20

回近くはスポーツに対する本市の取り組みを幅広

く、政策提案なども含めて行ってまいったわけで

ありますが、スポーツは今や産業である。産業と

いう視点から地域スポーツの推進を図っていくべ

きと唱え、初当選から９年間、一向に進まないス

ポーツ行政に対し、夢も希望も感じられません。

特にスポーツ推進計画が策定された平成26年４月

からの取り組みは、残念ながら真剣に進められて

いると感じません。唯一、人工芝サッカー場での

大学合宿誘致事業や、昨年、東北中央自動車道の

開通記念でロードバイクと市民マラソン大会が開

催されたぐらいでしょうか。市民の目に映る豊か

さは、市民は感じることができたのでしょうか。 

  何よりこの推進計画は、26年度から令和５年ま

での10年間を見通し、前期５年間取り組んできた

成果を検証し、この春、後期５年間の具体的な施

策を我々議会に、そして市民に示さなければなら

ないはずですが、６カ月が経過しても後期計画は

示されておりません。どうなっているのでしょう

か。 

  この５年間、教育委員会で取り組んできた５つ

の基本方針、１、スポーツのある生活。２、競技

力の向上に向けた人材の育成。３、スポーツツー

リズムの推進。４、スポーツ施設の整備。５、ス

ポーツのまち米沢を目指して。この５つの成果が

どのようなものだったのか、総括して御所見をお

伺いいたします。 

  ２番目のホストタウン事業についての質問は、

この５つの基本方針と関連がありますので、質問

席からお伺いをいたします。 

  次に、本市の観光政策についてお伺いをいたし

ます。 

  平成28年３月に示されました第３期米沢市観光

振興計画では、２期計画の検証を行った上で、令

和２年までの５年間を計画期間として、米沢市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略、米沢市まちづく

り総合計画で具体的政策を進めていく考えが示さ

れております。この３期計画では、地域ブランド

の向上、異業種連携、広域連携、戦略的な体制整

備などが目標として進められてまいりましたが、

東北中央自動車道の開通や道の駅の開業などを迎

えて、これまで以上に米沢に訪れる観光客も予想

を超える状況にある中で、これまで推進してきた

政策と新たな取り組み、施策も課題として見えて

きたと思われます。 

  まずは本市としての観光政策はこれまでの進め

方に加えて今後どのように発展させていくのか、

現状も含めてお考えをお聞きいたします。 

  次に、万世橋成島線の整備計画と進捗状況につ

いてお伺いをいたします。 

  万世橋成島線は、平成７年に４車線化で都市計

画道路として南部地域の環状道路を形成する道路

として東北中央自動車道米沢八幡原インターチェ

ンジと市街地を結ぶアクセス道路として位置づけ

をされております。市街地から国道13号までの2.5

キロメートル区間が未整備となっておりますが、

県において平成24年に東北中央自動車道米沢中央

インターチェンジが追加整備されることに伴って、

将来交通量推計が実施されました。この未整備区

間の必要性について検証を行い、市街地に流入す

る交通が分散されるとともに、市内の混雑緩和と

いった効果が見られ、整備の必要性が認められま

した。この調査をもとに、県では本年度から山形

県道路中期計画に格上げを行い、10年間で整備が

進められていくようであります。県では、前期５

年間で道づくり調査費等の調査を行い、事業の必

要性、上位計画との整合性、他事業との関連性、

地域への貢献度並びに事業化への課題を整理した

上で、道路整備予算の推移を見通していくそうで

あります。 

  このことを受けて、本年度に入り、本市では、

県との早期整備促進に向けた会議、打ち合わせな
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どは行ってこられたのでしょうか。あるいは、今

後、県との話し合いの予定を考えておられるのか、

現在の進捗状況とあわせて本市の考え方について

御所見をお伺いいたします。 

  最後に、ことし11月執行されます米沢市長選挙、

中川市長も２期目の出馬を決意されたわけであり

ます。この４年間、火中の栗を拾う思いで財政状

況も大変な中、市庁舎の建てかえや市立病院の建

てかえ、学校の統合など、勇気を持って政策を前

に進められたことは一定の評価があると思ってお

ります。逆に、４年の中でやり残している政策も

あろうかと思います。ぜひ戦いの前に悔いの残ら

ないよう、つけるべき政策に予算をつけて、戦い

に臨んでいただきますよう、激励とお願いを申し

上げ、この９月定例会が市民にとって実り多い定

例会になりますことを願い、壇上からの質問とい

たします。 

○鳥海隆太議長 大河原教育長。 

  〔大河原真樹教育長登壇〕 

○大河原真樹教育長 私からは、米沢市スポーツ推

進計画についてお答えいたします。 

  スポーツ推進計画は、議員御指摘のとおり、平

成26年度からの10年間のスポーツ推進の基本方針

と、前期５年間に取り組むべき施策を取りまとめ

たものであり、昨年、実施状況や成果を検証し、

今年度からの５年間の施策に反映することとして

おりました。昨年、改定の準備作業に取りかかり

ましたが、今年度に第３期米沢市教育文化計画の

改定作業を予定していたことなどから、今年度に

改定を見送ったところであり、現在、改定作業を

進めておりますので、御理解いただきますようよ

ろしくお願いいたします。 

  続きまして、スポーツ推進計画の基本方針につ

いてお答えいたします。 

  まず、スポーツのある生活については、スポー

ツ少年団の育成や高齢者を対象とした鷹山大学や

出前講座の開催、全市民を対象としたチャレンジ

デーや、米澤上杉城下町マラソンの開催など、各

年代や広く市民を対象とした事業や、身近にスポ

ーツを感じることのできる事業に取り組んでまい

りました。これらの事業の結果、多くの市民がス

ポーツに親しむ環境は向上しているものと考えて

おりますが、引き続き、誰もがスポーツに親しめ

る環境づくりや生涯スポーツの推進に努めてまい

ります。 

  続いて、競技力の向上に向けた人材の育成につ

きましては、米沢市体育協会と連携し、社会人や

中学校体育連盟等に対し支援を行うとともに、合

宿誘致事業による大学生との交流事業等を展開し

ております。 

  また、近年の本市からの全国大会等への出場に

ついては、平成30年度では、バドミントンや剣道、

スキー競技のジュニアの大会のほか、バレーボー

ルの全国高校選手権大会への出場がございます。

また、フェンシング競技では、国内の大会で優勝

し、国際大会に出場した選手や、野球のリトルシ

ニアの国際大会に出場した選手もおり、各方面で

活躍をしております。 

  次に、スポーツツーリズムの推進につきまして

は、合宿誘致事業と米澤上杉城下町マラソンのほ

か、平成30年度からは、なせば成るスタンプラリ

ーライドを関係団体と連携して実施しております。 

  また、大会等の誘致として、平成30年度には天

皇杯全日本軟式野球大会と北海道・東北グラウン

ドゴルフ大会が本市で開催されました。マラソン

とサイクリングにこの２つの大会を加えた４つの

大会における県外参加者は合計1,394人でありま

したので、参加者の飲食や県外等からの参加者の

宿泊等による経済効果が考えられますが、経済効

果を算出するための係数がないため、スポーツツ

ーリズムの経済効果につきましては計算を行って

おりませんので、御了承願います。 

  なお、合宿誘致事業の過去３年間の実績では、

平成30年度が延べ811泊、平成29年度が延べ911泊、

平成28年度が1,024泊となっており、このうちサッ

カー以外の競技ではスキーが198泊、フェンシング
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が224泊となっております。 

  次に、スポーツのまち米沢の実現性についてお

答えいたします。 

  推進計画で掲げておりますスポーツのまち米沢

は、地域に根差したスポーツの普及推進と、「す

る・観る・支える」をまとめた「支えあうスポー

ツ」の推進により、多様なスポーツ活動が行える

環境を提供することであります。 

  このうち地域に根差したスポーツの普及に係る

「わがまちのスポーツ」の選定は、現段階では困

難な状況にございます。 

  一方、「支えあうスポーツ」の推進につきまし

ては、市民の健康志向の高まりやマラソン、スタ

ンプラリーライドなどのスポーツイベントを介し

て、ボランティアとしての参加等により、広がり

を見せていると感じております。 

  今後につきましては、現在、現状の分析など推

進計画の見直しに取り組んでおりますので、これ

までの５年間の総括と評価をもってスポーツ推進

審議会に諮りながら施策の検討を行い、施策目標

の達成に向けて取り組んでまいりたいと考えてお

ります。 

  私からは以上でございます。 

○鳥海隆太議長 菅野産業部長。 

  〔菅野紀生産業部長登壇〕 

○菅野紀生産業部長 私からは、２番の本市の観光

政策についてお答えいたします。 

  本市の観光政策は、まちづくり総合計画を上位

計画とし、米沢市まち・ひと・しごと創生総合戦

略との整合性を図りながら、平成28年度から令和

２年度までの計画期間である第３期米沢市観光振

興計画を策定し、推進してまいりました。 

  計画の策定に当たっては、次の５点を本市観光

を取り巻く現状、そして、本市が抱える地域課題

として捉えました。 

  １つ目は、少子高齢化に伴う人口減少が到来す

ること、２つ目は、多様化する観光ニーズへの対

応、３つ目は、ＩＣＴの飛躍的な発展への対応、

４点目は、増加の一途をたどっている訪日外国人

旅行者、いわゆるインバウンドへの対応、そして、

５つ目は、東北中央自動車道福島米沢間の開通と

道の駅米沢の開業でありました。 

  これらの解決や事業の推進を図ることによって、

国内の数ある観光地の中から本市に訪れていただ

けるよう、本市のそのものの魅力の磨き上げや受

け入れ態勢を整え、より選ばれる観光地・米沢を

目指し、議員お述べのとおり、地域ブランドの向

上、異業種連携、広域連携、戦略的な態勢整備の

４つを目標に取り組んでまいりました。 

  その取り組み結果による計画内数値目標の現時

点での達成状況ですが、本市の観光入り込み客数

においては、目標値は、令和２年度までに280万人

としておりましたが、平成30年度において、421

万7,882人となったところです。また、置賜地区の

外国人観光客受け入れ数においては、目標値は、

令和２年までに１万3,000人としておりましたが、

平成30年はまだ速報値になりますが、１万4,880

人と達成している状況になっております。 

  これらの要因の一つとしましては、東北中央自

動車道福島米沢間の開通効果と道の駅米沢の開業

が挙げられます。 

  道の駅米沢に関しましては、計画の中で、ゲー

トウェイ型の道の駅として、山形県の南の玄関口

における観光拠点、インバウンド観光、産業振興

の地方創生拠点施設として位置づけ、整備いたし

ました。昨年開業し、想像以上の約170万人の方に

お越しいただいておりますが、ここから市内や域

内への周遊を図るという取り組みでは、まだまだ

不足している点がありますので、ゲートウェイ型

の道の駅としての機能を十分に発揮できるよう更

なる改善を図ってまいります。 

  市としましては、さまざまな観光施策を実施す

ることで、観光入り込み客を増加させ、それに伴

い観光消費額もふえ、結果、経済活動によって法

人、個人を問わず利益を上げ、付加価値を高めて

いく、そして最終的には税収の確保につながるよ
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う効果的な施策を企画立案して実行していかなけ

ればならないと考えております。 

  計画の最終年度であります令和２年度までに他

の目標値についても達成できるよう、特に広域観

光の推進、インバウンドの推進を重点的に取り組

み、交流人口の拡大につなげることで地域経済の

活性化を図ってまいります。 

  私からは以上です。 

○鳥海隆太議長 杉浦建設部長。 

  〔杉浦隆治建設部長登壇〕 

○杉浦隆治建設部長 私からは、４の都市計画道路

万世橋成島線の県との協議状況についてお答えし

ます。 

  都市計画道路万世橋成島線につきましては、議

員がただいまお話しされましたとおり、県が平成

30年度末に策定しました山形県道路中期計画2028

の中で一部区間が前期――令和元年度から令和５

年度間であります――の調査実施箇所に位置づけ

られたところであります。 

  また、市事業となる都市計画道路石垣町塩井線

も歩調を合わせて整備することにより、米沢市立

病院と三友堂病院との官民医療連携により建設が

始まります両病院へのアクセス強化が図られ、命

をつなぐ道路として大きな役割を担うため、一日

も早い供用が望まれているところであります。 

  県に対しては、市重要事業はもちろんのこと、

機会を捉え強い要望をこれまで重ねてきたところ

であり、また、事務レベルでも平成25年度から定

期的に勉強会を開催し、情報共有はもとより、課

題の抽出や事業手法などさまざま検討してきたと

ころでございます。引き続き県との協議を進める

に当たっては、１日でも早い供用に向けての要望

活動をさらに強化していくことはもちろんのこと、

まずは前期計画期間内に掲げる調査事業を少しで

も早く具体的に推進し、事業着手につなげていく

ことを第一段階の目標として、置賜総合支庁と市

による勉強会を今後も適宜開催し、道路整備上想

定されるさまざまな課題の洗い出しや整理を行っ

て、整備に向けての環境づくりに努めていき、早

期の着工、そして一日も早い供用に向け、一層力

を入れてまいります。 

  以上であります。 

○鳥海隆太議長 木村芳浩議員。 

○２３番（木村芳浩議員） まず、御答弁ありがと

うございました。 

  今回の私の一般質問は、冒頭、壇上でも申し上

げたように、スポーツは産業である、これはずっ

と訴えてまいりました。ですから、きょうは本当

にスポーツ推進計画を含め、それから観光、物す

ごい共通したところもございますので、その辺も

含めて、今後どういうふうに米沢市が進めていく

のかというところをお聞きしていきたいわけであ

りますが、まず、スポーツ推進計画でございます。 

  今、教育長から５つの基本方針に向けて、平成

26年度から進められてきたこと、お話があったわ

けでありますが、これ５つの基本方針で市民が豊

かに感じる、そう思っている人がどれだけいるの

かなと。本当にさまざまな競技に携わる方々のお

話を聞いても、これまでもスポーツ施設の整備、

これ26年度作成に出されたときのアンケートも、

施設整備が一番重要な課題として市民の声があっ

たわけですよ、施設整備が。でも、それがいまだ

に進んでいない。つまり、人工芝サッカー場がで

きて、これだけサッカーの合宿誘致が進められ、

まあ年々こうして各競技にも幅が出て、この合宿

誘致に関しての評価は、私は高いなと感じており

ます。しかしながら、その施設整備に関しては、

もちろん財政上の問題があって、前に進まなかっ

たこともあるんでしょうけれども、全くと言って

いいほどべにばな国体が開催されて30年です、老

朽化が進んで、せんだっても、６月の定例会予算

委員会では、皆川球場の屋内外における破損状況

を確認していただきました。まず率直にそのとき

の思いをお聞かせ願いたいと思います。 

○鳥海隆太議長 渡部教育管理部長。 

○渡部洋己教育管理部長 皆川球場につきましては、
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私も教育長と一緒に視察をさせていただき、現状

を確認しております。やはり天井板が剝がれて、

使用にはなかなか厳しい状況だというふうには認

識したところであります。 

○鳥海隆太議長 木村芳浩議員。 

○２３番（木村芳浩議員） なぜ私が一貫して皆川

球場の改修を進めましょうと訴えているかという

と、これが産業に結びつくからですよ。メジャー

スポーツと言って過言ではない野球、サッカー、

あるいは冬期間で言えばスキー、スケート、あり

ますけれども、米沢に観光客、あるいはスポーツ

の大会誘致を含めたとしても、産業になるという

ことなんですよ。その一番手っ取り早いのが野球

場ではないですかということを申し上げているん

です。それは何でかと言うと、例えば、先進事例

で言いますと、青森県の弘前にはるか夢球場とい

うのが整備されました。ここは、オーロラビジョ

ンを使って、さまざまなイベントをやっているん

です。特に、そのオーロラビジョンに、例えば家

族であるとか、友人であるとか恋人、クリスマス、

お正月にメッセージを有料化にして載せているん

ですよ。これが大体10分1,000円ぐらい。１時間ぐ

らい流すとすると大体6,000円ぐらい。これが非常

に受けている。昔これ、横浜スタジアムなんかで

もやってね、記念日とかそういったところにあら

わして、活動している。もう一つは、これ観光に

も後で触れますけれども、球場のダイヤモンドを

使って、冬です、冬のアートをやっているんです。

冬のアートって何かというと、降雪しますよね、

そうすると、足で雪を踏みつけてアートをつくる

んです。これ、弘前市の隣町の田舎館村において

は、冬の田んぼアートとして実際もう始まってい

るんです。これ後で触れますけど。だから、いわ

ゆる収益性がある施設になれるということですよ、

野球場は。何で整備を進めないんだろうかなと。

この皆川球場の整備、どうお考えですか、もう一

度お聞かせください。 

○鳥海隆太議長 渡部教育管理部長。 

○渡部洋己教育管理部長 今ございましたように、

米沢市で保有している体育施設が20施設ほどあり

ますけれども、やはり平均建築年数が30年以上と

いうことで、全て老朽化しております。さまざま

な競技団体からさまざまな要望がある中で、どれ

を優先して実施をしていくのかというところの判

断が必要かなと思いますけれども、これまでやは

り競技のルールが変更になったり、その競技を実

施するに当たってどうしても必要な部分をまず優

先をして、改修なり整備をしてきたというところ

で御理解をいただければと思います。 

  今、御提案ありましたように、競技だけではな

くて、さまざまなイベントを実施をすることで、

その施設の有効利用も図れるということもありま

すので、そういったような面も含めて施設整備に

当たっては考慮していかなければいけないのかな

と考えたところであります。 

○鳥海隆太議長 木村芳浩議員。 

○２３番（木村芳浩議員） これまだいつごろとい

うめどは立たないんですか。この推進計画を進め

てきて、この５年間、いろんな検証を、今やって

いるんですよね。今やっていることがまずおかし

いんです。本来、もうことしの春には後期５年間

の計画を出さなければならないはずなんですよ。

議会に対しても。市民の皆さんに対しても。やる

べきことをやっていないじゃないですか。それが、

何ですか、教育計画が忙しくてという、何かそう

いうふうに聞こえちゃうんですよね。教育計画は

教育計画でつくる、それはまず一つの業務であり

ます。この推進計画の後期５年のものもしっかり

とした期限を守って示してこなければいけないは

ずだと思うんですが、その辺の認識はどのように

捉えていらっしゃるんですか。 

○鳥海隆太議長 渡部教育管理部長。 

○渡部洋己教育管理部長 ほかの業務が忙しくてこ

ちらのスポーツ推進計画の見直しができなかった

ということではなくて、関連性があって、一体的

に進めたほうがより効率的に、しっかりとした両



- 217 - 

方の計画がリンクした形でできるというような判

断で、改定作業をことしに見送らせていただいた

というものであります。 

  皆川球場の改修につきましては、先ほどの御指

摘の雨漏りの部分については、やはり早急に改修

をしていかなければならないというふうには考え

ておりますが、施設全体につきましては、先ほど

御指摘のあったスコアボード以外にもさまざまな

箇所が改修の必要がありますので、これはやはり

体育施設全体の中で、長寿命化計画を策定して取

り組んでいくべきものと考えておりますので、も

う少し時間をいただきたいと思っております。 

○鳥海隆太議長 木村芳浩議員。 

○２３番（木村芳浩議員） いわゆる、今つくられ

ている教育計画とこの推進計画が似たようなとこ

ろがある。私ね、このスポーツ推進計画だって、

今つくられている健康長寿まちづくり条例とまず

かぶってくるんじゃないかと思っているんですよ、

中身が。総合的にですよ、思っているんです。で

も、今現在、やるべきことがやれていないのに、

本当に大丈夫なのかな。10年前ぐらいからずっと

いろんな団体からこれ要望が、特に野球連盟から

の要望があって、当時は、簡単な修繕で済んだん

ですよ。ごらんいただいたとおり、10年間ほった

らかしにした結果、大修繕が必要になったんです。

これ手おくれですね。子供たちがですね、やっぱ

り野球に親しむ、社会人まで野球に親しむ方々が、

全国、昨年も天皇杯ありました、全国から集まっ

ていただいて。何と言われたか知っていますか。

こんなところで全国大会するのかって、参加した

方々から。何でこれ直さないんだと。米沢の関係

者の方ね、頭上がらなかったそうですよ。そうい

う場所でね、夢のある子供たちをつくる、いろん

なここで計画、きれいなこと書かれていますけれ

ども、一切やられていないんですよ。やられてい

ない。だから、認識不足なんですよ、物すごく。

このスポーツ整備、まあ公共工事もさまざまあり

ますけれども、認識不足なんですよ。 

  この修繕をするために、スポーツ振興くじを活

用してという御提案をしてきました。これはこの

５年間、どのような形で成果、申請状況はどうだ

ったのか、まずそこも教えてください。 

○鳥海隆太議長 渡部教育管理部長。 

○渡部洋己教育管理部長 まず、御質問にお答えす

る前に、皆川球場につきましては、これまで我々

としても全く手をつけてこなかったわけではなく

て、さまざまな手だてをとって対応させていただ

いたところであります。なかなかその原因の部分

がはっきりしないというところがあって、ここま

で時間がかかってしまったというところでありま

すので、御理解をいただければというふうに思い

ます。 

  スポーツ振興くじの活用状況ですが、これまで

スポーツ振興くじができてから、本市では平成24

年度の市営プールの飛び込み用プール、飛び込み

板の設置事業と、昨年、30年度の城下町マラソン

での活用の２件であります。また、29年度に市営

プールの自動審判掲示装置の購入に対して申請を

行いましたが、採択に至らなかったというような

状況であります。 

○鳥海隆太議長 木村芳浩議員。 

○２３番（木村芳浩議員） このスポーツくじの助

成金というのは、大きく分けて２つあるわけです

よね。例えば、皆川球場のような大きな施設の場

合の申請、これ年に２回申し込みができる。これ

継続してやられてきたんですか。いかがですか。 

○鳥海隆太議長 渡部教育管理部長。 

○渡部洋己教育管理部長 このくじの申請は年２回

ということになりますが、その条件であったり、

その年度の予算については、相当変動があるとい

うところでありまして、全国大会規模の関連事業

であったり、競技に直接必要不可欠な整備事業が

優先されるということで、例えば、今回のような

スタンドの雨漏りという部分については、この助

成対象にならないというところでありましたので、

そちらについては申請を行っていないというとこ
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ろであります。 

○鳥海隆太議長 木村芳浩議員。 

○２３番（木村芳浩議員） そこにだけ特化してい

るからですよ、雨漏りだけに。大修繕が必要だと

私は言っているんです、既に。この基本計画にあ

なた方載せているんでしょう。現状と課題の中に。

ここを認識されているんですかね。しっかりとう

たっているんでしょう、５年前に、この計画で進

めますと。やられていないじゃないですか。当然

ですよ、私もいろいろ調べましたけれども、当然

です、それは申請通らないですよ。そういうとこ

ろをもう少し考えて、計画をして進めていただき

たいと私は思うんですよ。ぜひ、これはちょっと

まだ大きくは言えないんですが、ことし、来年、

再来年、米沢出身の子供が、生徒さんがプロ野球

に行く可能性が出てきたんですよ、本当に。そう

すると、今、米沢市の野球場も皆川睦雄さんをた

たえて皆川球場とうたっていますが、せんだって、

秋田県の能代野球場、これね、昔の阪急ブレーブ

スの山田投手の記念ということでマリンスタジア

ムができたんです。これもやはり地元の偉人をた

たえようというまちおこしで、しっかりしたもの

ができた。だから皆川睦雄さんのお名前をおかり

しているのにもかかわらずですよ、先ほども言い

ましたけれども、全国大会を開けばみんな壊れて

いる。ロッカールームも使えない、シャワールー

ムも使えない、そんな全国大会の会場ありますか。

そういうところですよ。だから早目に手を打って

くださいって何年も前から言っている。やれてい

ないということなんですよ。このスポーツ推進計

画そもそもが。これは早急にしっかり対応してい

ただきたいと思います。 

  それから、この中でもさまざまなプロスポーツ

のイベントを開催すると、うたっておられた。私、 

人工芝サッカー場が開設するときにも、あのとき

はワールドカップでなでしこジャパンが活躍をし

ていたときに、ちょうどいいタイミングだから、

そういう有名選手を呼んでイベントをやるべきだ

と申し上げてきました。プロスポーツ選手とのイ

ベントの開催って何が最近あったんですかね、教

えてください。 

○鳥海隆太議長 渡部教育管理部長。 

○渡部洋己教育管理部長 昨年、ホストタウン事業

の一環としてフェンシングの太田雄貴選手、今、

フェンシング協会の会長でいらっしゃいますけれ

ども、そのほか選手がいらしていただいて、小学

生との交流事業などを行っております。 

○鳥海隆太議長 木村芳浩議員。 

○２３番（木村芳浩議員） これは、ホストタウン

事業でたまたまこちらに、米沢市に決まったとい

うことの形の流れでしょう。市民全体に向けたプ

ロスポーツの方々との交流イベントなんて、そん

なもんなんですよ。野球教室、サッカー教室、例

えば野球の２軍を呼んで公式戦をやってもらうと

か、誘致試合やってもらうとか、プロスポーツの

交流、大会の誘致って、そういうことじゃないん

ですか。違いますかね。物すごく甘い、スポーツ

に対して。せっかくですよ、産業になる、米沢の

税収が先ほど教育長がおっしゃったように、いろ

んな大会で誘致をやって合宿をしてもらえば、い

ろんな人がお金を落としてくれる、税収が上がる、

スポーツって一番早いんですよ。そこに着眼点を

置いて政策を進めていこうという気持ちがないか

ら、検討している中身もおくれるんです。違いま

すかね。そこはしっかりと取り組んでいただきた

い、今後は、抜け目なく。 

  それから、今、お話が出ましたホストタウンの

事業、これは合宿が中止になったりとか、そうい

ったことが続いて、今回その市営体育館の整備

等々も、とめられたとお話をお聞きしたんですが、

このホストタウン事業、今後どのように進んでい

くのか教えていただきたいと思います。 

○鳥海隆太議長 渡部教育管理部長。 

○渡部洋己教育管理部長 ホストタウン事業につき

ましては、来年の東京オリンピック本番に向けて、

こらからますます取り組んでまいります。今年度



- 219 - 

は、その夏季合宿については実現をしませんでし

たが、香港のフェンシング協会のヤン会長から、

来年度の米沢市の事前合宿の実施に関して、香港

のナショナルチームの選手、コーチに働きかけを

行っていただいております。これを受けまして、

ことし６月にはナショナルチームの選手とコーチ

などが本市を訪れて、交流事業などを行っており

まして、大変好印象をいただいておりまして、来

年度の事前合宿の実現に向けて、一層協議、調整

を行ってまいりたいと思います。 

  また、今年度の事業として、来年の２月に第３

回のバウヒニア・フェンシングワールドカップを

開催する予定でございますが、こちらには香港の

フェンシング協会のジュニアチームの参加の内諾

を得ておりますので、交流を深めてまいりたいと。

そのような形の事業を進めてまいりたいと考えて

おります。 

○鳥海隆太議長 木村芳浩議員。 

○２３番（木村芳浩議員） 最近、連日、山形県内

の各市町村で来年のオリンピックを目指したホス

トタウン国がいろいろ山形県内利用していますよ

ね。やっぱりこういったことも非常におくれてい

る、おくれていると思いますよ。ナショナルチー

ムを今調整中なんですよね。ジュニアチーム、そ

れは今後の交流活動の中ではこれも必要なことは

わかりますけれども、ナショナルチームで、来年

オリンピックに出場する選手が来るか、来ないか

を今調整中。ほかの自治体は、来年、2020東京オ

リンピックに出る選手が来ているんですよ。この

違いですよ。この違い。オリンピックに出る、そ

ういうナショナルチームの方を米沢に誘致するた

めのホストタウン事業なんじゃないですか。その

結果として、その後交流事業が進んでいくんでし

ょう。違いますか、その辺の認識をもう一度お聞

かせください。 

○鳥海隆太議長 渡部教育管理部長。 

○渡部洋己教育管理部長 おっしゃるとおりなわけ

でございますけれども、フェンシング競技につき

ましては、まだオリンピックの出場選手が決まっ

ておりません。香港のフェンシング協会の中にも

有望選手ということで可能性のある選手はたくさ

んいらっしゃるとお伺いをしておりますが、まだ

その辺が決まっていないというところが一つと、

あとはやはりオリンピックの出場資格を得るため

に、世界各地で行われるさまざまな大会に出てポ

イントを稼がないと、オリンピックに出られない

というところがありまして、やはりそちらの大会

を今優先をして出ていらっしゃるということで、

そちらが決まれば事前合宿については米沢でとい

うことでお話をさせていただいておりますので、

そのような調整をさせていただいているという状

況であります。 

○鳥海隆太議長 木村芳浩議員。 

○２３番（木村芳浩議員） それは世界大会を含め

て、各競技そうですよ。この間も世界柔道があっ

たりして、各国で出場する選手が決まっていくわ

けです。ですから、ナショナルチームに入ってい

るということは、もう次のステップアップはオリ

ンピックなわけですから、そういった選手が米沢

に来ていただいて、市民の皆さん、もしくはフェ

ンシングに携わっている子供たちが夢を持てる、

そんな環境をつくっていかなければ意味がないと

いうことですよ。そういった部分では、しっかり

とこれも進めていただきたいと思います。 

  ここでちょっとスポーツから観光のほうに今度

変わっていきたいんですが、先ほど、本市の観光

誘致に関しては部長からお話があったとおりだと

思います。既にこの東北中央自動車道が開通しま

して、道の駅効果もあって、予想以上の誘客が図

られているんだなと。ただ、これをしっかりと維

持していかなければならないと思います。いわゆ

る新しいもの効果といいますか、それではじけな

いようにこの政策を進めていかなければならない

んだろうなと思っていますが、実は、逆に、米沢

市内、このゲートウェイ型から市内に誘導する、

市内にどんどんお金を落としていただく、観光し
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ていただく、そういった中で、今、国道13号沿い

で飲食店をされている方々の売り上げが物すごく

下がっているんですよ。逆に言えば、道の駅に食

われているのかもしれない。市内もそうです。こ

の辺の現状は市として把握していらっしゃいます

か。いかがですか。 

○鳥海隆太議長 菅野産業部長。 

○菅野紀生産業部長 さまざまな御意見、市民の皆

様から御意見を頂戴しております。そういった中

では、道の駅効果といいますか、高速効果、さま

ざまな効果、要素を含めまして、伸びているとこ

ろ、少々売り上げが落ちているところがあるとい

うふうには伺っております。 

○鳥海隆太議長 木村芳浩議員。 

○２３番（木村芳浩議員） 相当ですよ、相当です。

本当にお店の名前は言えませんけれども、数店舗、

特に国道13号沿いは。これ、お伺いするたび、本

当によく言われるんですけれども、もちろん国道

13号沿いの米沢福島間と言ったほうが早いんでし

ょうが、交通量も下がっている、この影響も否め

ないわけでありますが、こうした、どこかが上が

ればどこかが沈む、これは社会的な現象でしよう

がないんだとしても、国道13号沿いでもやはりそ

ういう御商売をされて、生活を営んでいる方がい

るんだということを認識をしていただいて、そう

いった過疎にならない施策も今後考えていかなけ

ればならない。私はそう思うんですが、いかがで

すか。 

○鳥海隆太議長 菅野産業部長。 

○菅野紀生産業部長 先ほど壇上からお答えしまし

たとおり、道の駅米沢、ゲートウェイ機能という

ことで、おいでいただいた方を市内や置賜圏域内

に誘導することが最大の目的だと捉えております。

しかしながら、壇上から申し上げたとおり、まだ

十分に機能していない部分がございます。そして、

道の駅米沢の観光案内所からの情報発信だけでは、

やはり不足するということも十分考えられますの

で、各店舗においても個々の魅力を高めて情報発

信をしていただくことが必要だなと思っておりま

すので、それらの相乗効果をより高めるためにも、

各業界団体との連携を強化しながら、効果的な情

報発信をしていかなければならないと考えており

ます。 

○鳥海隆太議長 木村芳浩議員。 

○２３番（木村芳浩議員） ぜひ、そういった形で

米沢市全体が潤う、盛り上がるような観光づくり

をしていただきたいと思います。 

  広域観光のほうについて少しお話をさせていた

だきたいなと思うんですが、もう間もなく令和２

年度を超えていきますと、南東北高速網がようや

くつながっていくんだろうなと。今、現時点で我

が米沢市でも喜多方、会津、福島などの市町村と

さまざまな地域連携をされているかと思います。

これ、今後、定住自立圏構想も含めて、３市５町

の中でも広域に観光を推進していかなければなら

ないと思うんです。今の現状で、そういった広域

連携、どのように今進められているか教えてくだ

さい。 

○鳥海隆太議長 菅野産業部長。 

○菅野紀生産業部長 米沢市の広域観光施策としま

しては、東北観光復興対策交付金事業で取り組ん

でおるものと、あとは、今議員がおっしゃったと

おり、置賜３市５町の置賜定住自立圏共生ビジョ

ンの広域観光の推進事業、そして、福島県会津若

松市、喜多方市との３市連携によるものと、あと

福島県福島市との連携によるもの、さまざまなも

のに取り組んでおりまして、具体例を挙げますと、

例えば、置賜定住自立圏の共生ビジョンの広域観

光の推進事業としましては、外部人材活用で、専

門のコーディネーターを招致しまして、さまざま

な視点から観光に対する改善点を御指摘いただき

ながら、実際にお客様の目線で、お客様が来てい

ただけるような情報発信をしていく、そのような

事業も展開していきたいと考えております。 

○鳥海隆太議長 木村芳浩議員。 

○２３番（木村芳浩議員） 近年、会津若松市が東
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北でそういった、例えばインバウンド観光も含め

て、東北で観光誘客１位というような報道もあっ

たわけでありますが、八重の桜、ＮＨＫ大河ドラ

マございました。今月の９月21日から23日までは

会津まつりが開催されて、この主演を務めた綾瀬

はるかさん、女優の、ことしで放映から６年です

けれども、ことしも６年連続で会津若松市に来ら

れている。その効果だけでとんでもない数字が上

がっているんですよ。 

  くしくもことし、天地人の放映から10年目です。

ことしの春、上杉まつりで何かアクションがある

のかな。我々ちょっと選挙が終わった、始まる、

そんなときでしたから、御提案もなかなかできな

かったんですが、これ、今、天地人に出ていた俳

優さん、女優さん、あれから10年、物すごいです

よね、今、人気で。妻夫木さんや北村一輝さん初

め、長澤まさみさんも出ている、33名ですよ。こ

こ近年の大河ドラマでこれだけのキャストを使っ

たというのは恐らく天地人以上は多分ないんだろ

うなと私は感じているんですが、改めてですよ、

この上杉まつりに合わせて、こういったキャスト

を呼んで、観光客数の増加を図る、そういった考

え方、あの天地人の放映のときもすごかったじゃ

ないですか。妻夫木さんと北村一輝さんが来たと

きに、5,000人でしょう、伝国の杜に、ファンが。

報道になりましたよ。そういうやっぱり、先ほど

も申し上げましたけど、魅力なんですよね、上杉

まつりに行く魅力とは何ぞやということですよ。

お祭りだけを楽しむ、歴史だけを楽しむのじゃな

くて、プラスアルファだと思いますね。ギャラン

ティーがかかるかもしれない。でも、それトーク

ショーやイベントを盛り込むことによって、チケ

ット販売をする、チケット販売はネット販売はし

ない、当日、前日販売。そうしたら一旦米沢に引

き込む、ファンでも観光客でも。そうすると自然

と米沢に来ないとそのトークショーのチケットは

買えないということなんですよ。そういう誘導的

な策をもって、イベント、そしてお金を落として

もらう策というものを考えていかなければならな

い。いかがですか部長、そういった取り組みを今

後やられてみてはいかがでしょうか。 

○鳥海隆太議長 菅野産業部長。 

○菅野紀生産業部長 大変大きな御提案を頂戴しま

した。さまざま、十分各団体ともいろんな視点か

ら協議してみたいと思います。 

○鳥海隆太議長 木村芳浩議員。 

○２３番（木村芳浩議員） 今申し上げたように、

33名のすごいキャストですから、これ年間２人ず

つ呼んでも15年かかります、16年か、それだけ引

っ張れるんですよ。直江兼続、上杉景勝を、これ

までにない上杉まつりがつくれるかと私は思いま

すので、ぜひ来年度に向けて御検討をいただきた

いなと思います。 

  それから、最後に、観光インバウンドのところ

でありますが、今、壇上から御答弁いただいたよ

うに、まだまだこの置賜、米沢には外国人の誘致

に関しては、もっともっと力を入れていかなけれ

ばならない。そのためには各旅行会社であるとか、

今申し上げたように広域連携の観光の中で、さま

ざまな取り組みを進めていかなくてはならないわ

けでありますが、何度も申し上げるように、我々

もそうですけれども、旅行に行くといったときに

は目的と魅力なんですよね。目的と魅力。そこへ

行く目的、行って何に魅力を感じるかということ

ですよ。今申し上げたように、例えば歌手のコン

サートに行くのも魅力ですよね。ディズニーラン

ドやＵＳＪに行くのも魅力、今の観光というのは、

物から事に変わってきたんですよ、物から事。こ

れどういうことかと言うと、昔、インバウンドの

中でも中国人の爆買いってありましたよね。これ

有名になりました。ただ、これも２年足らずで中

国政府の関税が引き上げになったことによって、

中国人が逆に物を買わなくなった、その分インタ

ーネットを利用してネットで日本製品を購入して

いる。今も続いております。こういったことで、

物から事に変わったということは、つまりは体験
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なんですね。見る、触れる体験ですよ。ここを外

国人は特に重要視をして、考えているところだそ

うです。この辺に関してインバウンドをどのよう

に進めていくお考えがあるかお聞かせください。 

○鳥海隆太議長 菅野産業部長。 

○菅野紀生産業部長 やはり、議員おっしゃるとお

り、物から事へ変わっているということは承知し

ております。これまでやっぱり米沢市は魅力とし

ては自然や温泉や食をうたってまいりましたけれ

ども、やはり体験も必要だということで、十分捉

えておりますし、体験をしていただくことで滞在

時間が長くなる、そして、宿泊につながっていく

ということで、そういう事業を展開しなければな

らないということで、やはり自然を活用してとい

う部分では、吾妻山の活用ということで、トレッ

キングなどもやりたいということで、福島県福島

市との連携も、そういった意味では図って、取り

組んでいるところでございます。 

○鳥海隆太議長 木村芳浩議員。 

○２３番（木村芳浩議員） そうした活動を進めて

いただく中で、今、米沢市にはアメリカから２人

の国際交流員をお迎えして、さまざまな活動で御

活躍をいただいている。特に、ジェシーさんなん

かは、これまさに観光のほうの部分で、こういっ

た国際交流の方々とどのように今後進めていかれ

るのか、その辺もお聞かせをいただきたいと思い

ます。 

○鳥海隆太議長 菅野産業部長。 

○菅野紀生産業部長 基本的に、外国人の旅行者の

目線で米沢を見ていただいて、さまざまな改善点

を御指導いただきたいと思っております。そうい

った中で、そのほかにも外国人誘致のＰＲ活動を

行っていただきましたり、観光ツアーを企画して

いただいたり、とにかく情報発信や受け入れ態勢

の整備ということで、多言語化の推進などさまざ

まな分野で活動いただきたいと考えております。 

○鳥海隆太議長 木村芳浩議員。 

○２３番（木村芳浩議員） やっぱり、そういった

交流隊員として来られたスタッフが、このまちは

いいなと感じて、みずからが感じてもらっていた

だかないと、なかなかそれをＰＲしていくという

ことも難しいのかなと思っていますので、ぜひ、

しっかりとそういった方々と連携をとって、観光

を進めていただきたいなと。 

  ちょっと１つだけお聞きをするのを忘れてしま

ったので、先ほど、部長から東北観光復興対策交

付金の中で、今回、事故があった天元台の活用、

これは福島県との吾妻山の縦走ルートの活用整備

もありますし、また、これ教育委員会でもうたっ

ておられる、天元台の活用。これは観光誘致も含

めてということがうたってある。この件について、

今後、天元台を観光誘致するために、産業部では

どのようなお考えがあって、教育委員会でどのよ

うなお考えがあるのか、それぞれお聞かせを願い

たいと思います。 

○鳥海隆太議長 菅野産業部長。 

○菅野紀生産業部長 今回、福島県福島市との連携

ということで、吾妻山縦走ルート等をメーンとし

まして、温泉とパックしてというような形での旅

行商品を増設しようということで考えておりま

す 。今回のものは、冬期シーズンを対象にしてい

るということで、天元台につきましては、再開後、

いろんな形での活用、参画いただいて、御利用い

ただくような手だてをとりたいと考えております。 

○鳥海隆太議長 渡部教育管理部長。 

○渡部洋己教育管理部長 天元台につきましては、

１つは合宿誘致事業というところで各大学へアプ

ローチをしております。また、昨年、日本体育大

学との協定を結びましたので、そちらのほうで学

生に来ていただくというようなことを含めまして、

それから、本市へ訪れる交流人口の拡大につなげ

ていきたいと考えております。 

○鳥海隆太議長 木村芳浩議員。 

○２３番（木村芳浩議員） ぜひ、天元台もこうい

う厳しい現状でございますから、それぞれの課で

しっかりと施策を進めていただきたいと思います。 
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  最後になりますが、万世橋成島線でございます。

先ほどあったように、山形県では中期計画に上が

った、これから５年間の中で調査を行っていく。

もうここまで来ますと、市長、これはもう政治で

すよ。行政ではなくて、今度は政治力になってま

いります。これ令和５年の病院の開院に向けて、

やっぱりこの万成線、そして石垣町塩井線を進め

ていただくためには、やはり市長がみずから吉村

知事と早期整備に向けて、ぜひ推し進めていただ

きたいと思うんですが、最後に市長からこの件に

ついて一言いただければと思います。 

○鳥海隆太議長 中川市長。 

○中川 勝市長 おかげざまで中期計画に入ったわ

けでありますけれども、いよいよ今度は、いつ、

早目に着工して、常々命の道と言っておりますの

で、やっぱり市立病院改築、あるいは三友堂病院

との医療連携拠点地域を形成するわけであります

ので、それに合わせたような格好で整備をしても

らえれば大変ありがたいと思っております。この

ことについては、地元県会議員の先生方にもしっ

かりと早目の着工をお願いしたいと。 

  あと、今後、詰めていく上で、万世橋成島線で

すから、山大前から万世のインター、今もうでき

上っているところ、そこまでの全体計画もあると

いうふうに県とは協議しておりますけれども、い

ち早く、とりあえず万世橋成島線と石垣町塩井線、

ここ、人家が建っていないところもありますので、

そういったいち早く計画的に、第１期計画でも、

第２期、第３期でも構いませんけれども、そうい

った計画の中で、早急に対応、建設、着工が始ま

るように、今後ともできるところからということ

で、県当局としっかりと連携をとりながら進めて

いきたいと、このように思っております。 

○鳥海隆太議長 以上で23番木村芳浩議員の一般質

問を終了し、暫時休憩いたします。 

 

午後 ０時１０分 休  憩 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

午後 ０時１１分 開  議 

 

○鳥海隆太議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に進みます。 

 

 

 

  日程第２ 議第６５号令和元年度米沢市一 

       般会計補正予算（第５号） 

 

○鳥海隆太議長 日程第２、議第65号令和元年度米

沢市一般会計補正予算（第５号）を議題といたし

ます。 

  この場合、市長から提案理由の説明を求めます。

中川市長。 

  〔中川 勝市長登壇〕 

○中川 勝市長 ただいま上程になりました議第65

号について説明いたします。 

  議第65号令和元年度米沢市一般会計補正予算

（第５号）は、天元台ロープウエイ搬器事故に伴

う天元台ロープウエイ運行システム改修業務委託

料などの緊急に補正を必要とする事業費として、

1,384万9,000円を増額補正しようとするものであ

り、この結果、補正前と合わせた一般会計の予算

総額は、399億7,150万6,000円となります。 

  この財源につきましては、全額、財政調整基金

繰入金であります。 

  よろしく御審議の上、御賛同賜りますようお願

い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○鳥海隆太議長 ただいまの市長説明に対し、総括

質疑を許可します。御質疑ありませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○鳥海隆太議長 なければ、総括質疑を終結いたし

ます。 

  ただいま議題となっております議案１件は、会

議規則第37条第１項の規定により、配付しており
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ます議案付託表（追加）のとおり、所管の委員会

に付託いたします。 

  所管の委員会は会議日程により、慎重審査の上、

来る９月27日の本会議にその結果を報告願います。 

 

 

 

  散    会 

 

○鳥海隆太議長 以上をもちまして本日の日程は終

了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

 

  午後 ０時１３分 散  会 

 


